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一プロリーグである JAPAN PROFESSIONAL BASKETBALL LEAGUE（以下，Bリー












を獲得しており，2016 年 8 月時点の FIBAランキングにおいては，男女とも 2位に位置






















2016 年 2 月にも同じくバルセロナを訪問し，2014 年では見ることができなかったカタルー
ニャ地区バスケットボール協会による育成事業を視察することができた。































国内リーグで 33 度の優勝（現 ACBでは 11 回），国王杯で 27 度の優勝を誇る国内トッ
プクラスのビッグクラブである。その豊富な資金力を武器に実力ある選手を獲得，トッ


















































































































Maeztuに通う子ども達は年間 300 ユーロ（6～ 12 歳）か 450 ユーロ（13 ～ 18 歳）であ
るのに対し，この学校外から参加する子どもや学区外で行われるバスケットボール教室で
は，それぞれ年間 900 ユーロとなっている。ハイパフォーマンス部門に所属する選手は男
女合わせて 180 名ほどであるのに対し，ソーシャル部門は 800 名ほど所属していることか
ら，ソーシャル部門がクラブにとっての大きな収入源となっている。また，13 歳以上では，
年齢毎にインファンティル Infantil（U13・U14），カデテ Cadete（U15・U16），ジュニオー
ル Junior（U17・U18）の３つのカテゴリーに分けられており， 各カテゴリーで更に A～
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